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調 査 の 概 要 

 

１ 調査の目的 

この調査は、全国健康保険協会管掌健康保険（以下、「協会けんぽ」という。）、組合管掌健康保

険（以下、「組合健保」という。）、国民健康保険（以下、「国保」という。）及び後期高齢者医療制

度（以下、「後期高齢者医療」という。）における医療の給付の受給者にかかる診療行為の内容、

傷病の状況、調剤行為の内容及び薬剤の使用状況等を明らかにし、医療保険行政に必要な基礎資

料を得ることを目的とする。 

  

２ 調査の範囲 

各都道府県の社会保険診療報酬支払基金支部（以下、「支払基金支部」という。）及び国民健康

保険団体連合会（以下、「国保連合会」という。）において、審査決定された協会けんぽ、組合健

保、国保及び後期高齢者医療の医科診療及び歯科診療の診療報酬明細書及び調剤報酬明細書（以

下、「明細書」という。）を調査の対象とした。 

  調査の客体は、第一次抽出単位を保険医療機関及び保険薬局とし、第二次抽出単位を明細書

とする層化無作為二段抽出法により抽出された明細書とした。 

 

 
施 設 数 

明 細 書 件 数 

総  数 一般医療 後期医療 

医   科 11 341 342 698 210 455 132 243 

病  院 1 282 85 893 59 466 26 427 

診 療 所 10 059 256 805 150 989 105 816 

歯   科 927 28 536 18 182 10 354 

調   剤 5 115 71 996 46 302 25 694 

 

３ 調査の時期 

平成２２年６月審査分 

 

４ 調査の事項 

診療報酬明細書 ……… 年齢、傷病名、診療実日数、診療行為別点数・回数及び薬剤の使用 

状況（薬品名・使用量等）等 

調剤報酬明細書  ……… 年齢、処方せん受付回数、調剤行為別点数・回数及び薬剤の使用

状況（薬品名・使用量等）等 

 

５ 調査の方法及び系統 

（１）調査の方法 

支払基金支部及び国保連合会が、調査の対象となった保険医療機関及び保険薬局の明細書か

ら別に定める抽出率により抽出を行い、その写しを厚生労働省大臣官房統計情報部に提出する

方法により行った。 
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（２）調査の系統 

 

 
 

６ 結果の集計  

集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部で行った。 

 

７ 利用上の注意 

（１）表章記号の規約 
 

計数のない場合          －   数値が表章単位に満たない場合  0.0 

統計項目のありえない場合     ・   負数の場合            △ 

計数不明又は計数を表章することが不適当な場合   … 

（２）掲載の数値は四捨五入のため、内訳の合計が総数に合わない場合等がある。 

（３）この概況に掲載の数値は、協会けんぽ、組合健保、国保及び後期高齢者医療における平成 

２２年６月審査分の全国推計数である。 

（４）診療行為分類「診断群分類による包括評価等」には、包括評価（ＤＰＣ／ＰＤＰＳ）の所 

定点数に、特定入院料に関する加算を含む。 

 

支払基金・都道府県支払基金支部 

国保中央会 

厚生労働省 
保険医療機関 

 
及び保険薬局 

都道府県国保連合会 




